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へ

東
郷
村
教
育
委
員
会
設
置

」

馬3艸w

ド

二
週
年
を
迎
え
て

曜

　
　
　
臨
、
旗
村
敏
育
黍
員
会
が
設
口
さ

　
　
　
　
ぞ
二
週
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
間
教
育
器
霞
｛
会
は
常
に
村

　
　
　
　
め
管
様
の
忠
を
体
レ
て
皆
様

　
　
　
　
慧
に
添
う
二
村
教
育
行
財
政

　
　
　
　
運
営
さ
れ
、
正
し
い
教
育
が

　
ザ
　
わ
れ
る
ζ
と
を
祈
念
し
つ
～

　
　
　
　
力
を
つ
吐
け
て
ま
い
り
ま
し

　
　
塀

　
　
　
　
相
当
の
実
績
を
挙
げ
得
ま
し

　
　
“
乾
ζ
と
は
び
と
え
に
村
当
局
、

　
　
　
　
　
　
、
学
校
当
局
、
村
民
各

　
　
　
従
の
理
三
蓋
三
男
と
深
い

　
　
　
衡
支
援
の
賜
乏
深
く
感
謝
い
牝

　
　
　
し
て
い
ま
す
。

　
賢
　
籔
育
委
員
会
法
第
一
条
に
は

　
　
　
「
教
育
が
不
当
な
支
配
に
服
す

　
　
　
る
ζ
と
な
く
国
民
全
体
に
対
し

　
　
　
直
擾
に
貴
任
を
負
っ
て
行
わ
れ

　
　
　
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
自
覚
の

　
　
　
も
と
に
公
正
な
罠
意
に
よ
り
地

　
　
　
方
の
実
耀
に
即
し
た
教
育
行
政

　
　
　
螢
行
う
髭
め
に
教
育
委
員
会
を

　
字
臨
け
敦
重
生
零
の
目
的
を
達
成

　
　
　
す
る
を
目
的
と
す
る
」
と
あ
り

　
　
、
ま
す
即
ち
敵
育
行
政
が
住
民
の

　
　
　
憲
艦
を
反
映
し
叉
注
民
の
意
志

，
脳

　
　
　
に
よ
っ
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な

　
　
　
あ
な
い
も
め
で
あ
り
し
か
も
そ

　
　
　
れ
が
不
当
な
支
配
に
服
す
る
こ

　
　
　
と
の
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば

　
　
　
塗
ら
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を

　
　
　
幽
し
た
の
で
あ
り
ま
し
て
こ
の

　
　
　
数
青
行
政
の
基
本
の
考
え
方
を

　
四
重
現
す
る
た
め
の
行
孜
機
関
と

　
　
　
レ
で
教
育
委
員
会
が
設
け
ら
れ

，
　
た
の
で
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
教

　
　
　
育
委
員
会
の
運
営
も
常
に
こ
の

　
　
．
主
旨
に
則
っ
て
行
わ
れ
な
け
れ

　
　
　
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
あ
り
ま
す

　
　
　
・
た
め
に
す
る
野
心
や
一
部
の

　
ヒ

　
．
自
害
関
係
、
特
定
思
想
に
よ
る

　
　
教
育
の
独
占
歪
曲
旧
い
わ
ゆ
る

閥
㌔　

覧
　
　
　
の
支
配
力
を
排
除
し
て
教

　
　
r
登
璽
双
が
本
来
の
使
命
に
立
脚

　
　
　
雛
旧
離
肇
・

　
－
し
　
　
　
　
　
　
　
　
繋
あ
る

敦
育
長
　
塩
　
月

べ
き
教
育
が
一
部
の
権
勢
や
権

力
に
よ
う
て
左
右
さ
せ
て
と
り

か
え
し
の
つ
か
ぬ
禍
根
を
残
し

た
の
で
あ
り
適
す
が
将
来
は
か

～
る
《
と
を
再
び
繰
返
さ
ぬ
様

に
、
「
私
達
は
私
達
め
子
弟
の

、
儀
市

　
教
育
を
私
達
自
ら
の
貴
任
と
権

　
　
　
　
　
ヤ

　
薩
に
於
て
行
わ
ね
魅
ば
な
ら
な

　
い
」
と
の
強
い
信
念
の
下
に
今

麓
醜
蕪
韻
麗
締
禰

　
願
い
い
汀
慧
。
・

　
　
　
　
　
　
　

ぎ
　
り
し

ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

議
會
報
告

乱
難
総
蛸
駿
期
艘
鋳
誰
縫

目
何
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
髪
り

ゴ“：
豪

馨
、
羅
韓
鴇
慣
・
，
網
棚
♪
虻
瀞
魂
姻
組
閣
耀
、
偶
．
、

　
　
　
　
　
　
（
翌
年
度
繰
越
）

昭
和
二
十
八
年
度
東
郷
村
国
艮

健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算

黎雷契

瓢
、
益
鳥
、
（
（
紬
円

塚
交
飛
＝
醐
円

　
美
一
、
着
（
円

（
翌
年
度
繰
越
）

　
昭
和
二
十
八
調
度
廉
郷
村
国
民

　
健
康
保
験
薩
営
診
療
所
施
設
勘

　
定
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

　
　
歳
入
　
　
　
（
δ
昌
へ
豊
逼
円

　
　
歳
出
融
、
　
（
、
9
『
営
虚
円

　
　
残
金
　
　
舜
曼
円

　
　
　
　
　
　
　
（
翌
年
度
繰
越
）

　
議
案
繁
四
＋
一
号
一
己
財
産

　
　
（
立
木
）
処
分
の
件

　
　
｝
が

　
1
　
卸

「

議
案
第
三
十
五
号
昭
和
二
十

　
九
年
八
月
及
び
九
月
の
風
水

　
害
に
因
る
鞍
害
者
に
対
す
る

　
材
税
の
高
免
に
関
す
る
条
例

　
“
制
定
の
件
　
　
、

△
本
件
は
議
題
の
通
り
本
年
八

　
月
及
九
月
の
風
水
害
に
因
る

　
被
害
者
に
対
す
る
村
税
の
減

　
免
を
規
目
す
る
条
例
で
原
案

　
ど
お
り
可
決
確
足
十
月
三
十

　
日
か
ら
公
布
さ
れ
る
こ
と
に

　
な
っ
た

幽
議
案
笛
霊
二
十
六
列
目
東
郷
村
固

　
定
資
産
評
価
轡
査
委
員
会
委

　
員
選
任
の
件

△
本
件
は
本
村
固
定
資
産
評
価

儲
護
騒
鑛
鍵

　
度
長
尾
和
三
郎
君
を
選
任
方

　
同
意
を
得
る
た
め
の
麟
案
で

　
全
員
異
議
な
く
満
場
一
致
で

　
原
案
に
同
意
議
決
し
た

議
案
第
三
十
七
号
村
有
地
の

　
地
上
権
設
定
変
更
契
約
の
件

△
本
件
は
大
字
幽
二
字
毛
牛
草

　
村
有
原
野
に
日
本
専
売
公
社

　
が
楠
の
造
林
の
た
め
昭
和
二

　
十
五
年
一
月
議
会
の
議
決
を

轟
で
地
上
権
の
設
定
契
約
を

　
L
『
て
い
起
の
で
あ
る
が
今
回

’
三
四
釜
靭
書
　
繍

｝
　
　
　
、
　
，
介

　
　
　
　
　
　
十
八
日
午
前

　
　
　
　
　
　
記
事
件
を
馨
『

　
　
　
　
　
　
　
　
㌦

　
変
更
し
て
も
支
障
が
な
い
と

　
認
め
嚇
れ
る
登
の
で
原
案
ど

　
お
り
契
約
の
変
更
を
す
る
ご

　
　
エと

壽
決
し
た

購
案
第
三
ギ
八
号
昭
和
二
十

　
八
年
度
東
郷
村
歳
入
歳
出
決
。

　
算
認
定
の
件

議
案
第
三
十
九
号
　
昭
和
二
十

　
八
年
唇
凧
郷
村
国
艮
健
康
保

険
事
業
勘
定
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
謡
陰
影
　
　
み

　
　
　
　
　
　
　
　
一
十
八
箪

　
　
　
　
　
　
　
’

　
営

計
畿
入
構
鍵
⑳
件

右
ば
署
幽
十
％
年
九
丹
申
輿

以
来
十
電
官
面
に
寛
＆
馨
撰

員
の
厳
霧
せ
ら

の
守
墜
瓢

翼
　
　
叉
㍉

　
　
　
　
　
　
メ
う

ゆ
難
騒
羅
聾
鷲

つ
い
、

報
告
す
る
と
と
也
じ
て
秘
霞
蝶

え
ず
訊
算
の
総
額
の
馨

せ
ば
次
の
導
塁
で
あ
私
、
、

昭
和
二
十
八
年
炭
東
郷
村
歳
入

蝿
馳

　曜　イ

・繊

ビ
滑

　ζ
　ト
　“　知
夢
兎

窒
、
重
星
欠
（
雨

降
、
箋
黛
輔
円

・
量
勘
、
彰
円

’

、

幽棲離離箪　
　
　
　
去
る
八
月

　
　
　
　
十
七
日
の

　
　
　
　
第
五
号
を

　
　
　
　
初
め
に
、

　
　
　
　
前
後
四
画

　
　
　
　
に
亘
っ
て

　
　
　
　
来
襲
し
た

　
　
　
　
倉
風
は
、

単
毯
舗

　
　
　
　
に
、
甚
大

　
　
　
　
な
損
害
を

　
　
　
　
与
え
、
村

　
　
　
　
民
の
皆
さ

　
　
　
　
ん
も
、
そ

　
　
　
　
れ
ぞ
れ
そ

　
　
　
　
の
復
旧
に

　
　
　
　
御
腐
心
の

　
　
　
　
こ
と
と
思

　
　
　
　
い
ま
す
。

　
　
　
　
村
と
致
し

塞
し
で
も
、
い
ち
早
く
こ
れ
が

馨
を
図
り
、
各
関
係
方
面
へ

の
翫
衝
等
に
つ
い
て
も
、
全
力

妻
げ
て
、
努
力
申
で
あ
り
ま

す
が
も
陽
画
そ
の
一
と
し
て
、

蓉
に
よ
る
被
害
者
に
対

し
碁
税
の
減
免
を
な
す
こ
と

覧
稔
で
♪
叢
る
十
月
二
十
八
日

難
提
案
致
し
ま
し
た

処
v
’
原
案
の
通
り
、
議
決
、

定
ず
驚
ま
U
た
の
で
、
村
税
の

滅
免
の
対
象
と
な
る
者
、
減
免

の
方
法
、
及
そ
の
手
続
き
に
つ

い
て
、
諭
矧
ら
せ
し
ま
す
。

一
、
村
税
の
減
免
を
す
る
目
的

齢
蓬
蓬

ム
本
件
ば
康
和
二
十
九
年
覗
度
村

　
魅
政
調
整
資
金
に
充
当
す
る

　
だ
め
掌
久
居
原
、
松
尾
、
河

　
原
所
在
村
有
林
立
禾
処
分
の

　
議
案
で
何
れ
ら
原
案
ど
お
り

　
可
決
し
た
。

議
案
第
四
十
二
号
　
昭
和
二
十

　
九
年
度
東
郷
村
国
民
健
康
保

　
険
薩
営
診
療
所
施
設
勘
定
特

　
別
会
計
歳
入
歳
出
予
算
追
加

　
更
正
の
件

△
日
岡
診
療
所
の
施
設
費
の
追

　
加
更
正
予
算
で
あ
り
一
、
三

　
三
六
、
八
O
O
円
の
遣
加
を

　
な
し
予
算
現
計
歳
入
歳
出

　
九
、
九
〇
二
、
〇
二
九
円
で

　
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

議
案
第
四
十
三
号
昭
和
二
十

　
九
年
度
東
郷
村
歳
入
歳
出
予

算
追
加
更
正
の
件

△
本
件
災
害
復
旧
対
策
を
主
と
，

　
し
た
予
算
の
組
替
で
あ
り

　
四
、
六
四
三
，
〇
九
三
円
を

追
加
予
算
現
計
は
歳
入
歳
禺

　
四
八
、
一
四
査
、
九
三
二
円

と
な
り
引
引
ど
お
り
可
決
し

　
9
ヒ
O
　
　
‘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
㍗

　
甚
し
い
災
害
を
三
三
担
税

　
能
力
を
著
し
く
喪
失
し
た
者

　
に
対
し
で
の
み
な
き
れ
る
こ

　
と
に
な
っ
て
お
鄭
ま
す
。
従

　
つ
て
、
災
害
発
生
以
前
に
納

　
期
が
到
来
し
、
納
付
す
べ
き

　
で
あ
っ
た
村
税
に
つ
い
て
は

　
減
免
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ

　
ん
。
つ
ま
り
、
八
月
十
七
目

　
ま
で
に
滞
納
と
な
っ
て
い
る

　
村
税
に
つ
い
て
は
、
減
免
の

　
恩
典
は
な
い
と
い
う
こ
と
に

　
な
り
ま
す
。

二
、
減
免
さ
れ
る
税
目

　
減
免
の
対
象
と
な
る
税
目
は

　
昭
和
二
十
九
年
度
分
の
村
民

　
税
、
固
定
資
産
税
、
国
毘
健

　
康
保
険
税
で
あ
り
ま
す
が
、

　
こ
の
遮
用
に
う
い
て
は
、
村

　
民
税
、
閑
罠
健
康
保
険
税
に

　
あ
っ
て
は
、
第
二
、
玉
、
早
島

　
分
を
、
固
竃
資
産
税
に
あ
っ

　
て
は
、
第
三
、
四
期
分
と
な

　
り
ま
す
。
そ
の
理
由
に
つ
い

　
て
は
、
前
項
に
述
べ
た
通
り

　
で
あ
り
ま
す
。

三
目
柑
民
税
の
減
免

ω
村
民
税
の
納
税
者
が
今
回
の

　
風
水
害
が
原
因
で
、
生
活
保

　
護
法
の
規
定
に
よ
る
生
活
扶

　
助
を
受
け
る
こ
と
、
な
っ
た

　
場
合
に
お
い
て
は
、
十
割
を

　
免
除
さ
れ
ま
す
。

働
風
水
害
に
よ
っ
て
、
自
己
所

　
有
の
財
産
に
損
害
が
あ
り
、

　
そ
の
損
害
金
額
が
、
財
産
総

　
額
の
四
割
以
上
で
あ
る
場
合

f
㍗
あ
っ
て
、
旧
和
二
十
八
年

　
　
　
　
’
爾

　
　
ノ

●

μ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
♪

款
　
の
　
う
　
た

岬

歌

墨
肇
窪

馨
垂

ト

　綴

講
囎
鰯

翻

立
さ

繍
ノ渦雷

れ略趨

輔

旅
人
は
松
の
根
か
た
に
落
葉
め
き
身
を
よ
ζ
た
へ
ぬ
秋
風
の
吹
く

秋
く
さ
の
は
な
よ
り
も
な
ほ
お
と
ろ
へ
し
わ
れ
の
い
の
ち
の
な
つ
か
し
き
か
な

松
蝉
の
秋
の
峡
間
に
降
り
来
れ
ば
水
の
音
ほ
そ
く
せ
き
れ
い
の
飛
ぶ

黄
ば
み
た
る
広
葉
が
く
れ
の
幹
を
よ
ぢ
朴
の
実
を
と
る
秋
か
ぜ
の
な
か

風
止
み
ぬ
伐
り
の
こ
さ
れ
し
幾
も
と
の
松
の
木
の
闘
の
黄
な
る
秋
め
日

中
の
纒
所
得
金
額
が
八
十
万

円
未
満
の
者
に
対
し
て
左
の

表
の
通
り
、
減
免
き
れ
ま
す

此
の
場
合
、
財
産
と
は
動
産

で
あ
る
と
不
言
塵
で
あ
る
と

を
問
わ
ず
例
え
ば
馬
衣
類
、

具
顛
等
の
日
常
必
需
晶
か
ら

事
業
用
資
産
で
あ
る
機
械
、

器
具
家
畜
等
に
至
る
ま
で
、

含
ま
れ
る
も
の
で
あ
り
毒
す

　
軽
　
濃
　
庫
1

　
　
　
財
産
に
係
る
被
害
率
昭
和
二
十
八
年
中
に
お
け
る
桜
田
褐
金
額

調
田
圃
七
割
以
上

十
　
五
　
万
　
円
　
未
　
満
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四
、
三
目
資
産
税
の
減
免

ω
土
地
　
　
，

　
風
水
署
に
よ
っ
て
、
農
地
又

　
は
宅
地
が
、
流
失
埋
没
、
水

　
没
又
は
崩
鰻
し
だ
為
に
、
作

　
付
不
脂
又
は
使
用
不
能
と
な

　
つ
た
場
合
廠
当
該
土
地
に
対

　
し
て
飽
き
れ
た
固
定
資
産
税

、
，
を
左
の
割
合
に
よ
っ
て
、
濃

・
免
さ
れ
ま
す
．

　
H
被
害
面
藏
雛
当
該
土
地
の

　
面
積
の
八
割
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上
で
あ
る
場

　
合
　
ナ
割

　
⇔
被
害
面
積
が
当
麟
土
地
の

　
面
積
の
六
割
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上
厚
恩
禾
満
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あ
る
場
合
　
　
八
割

　
㊥
被
害
面
積
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該
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道
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積
の
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四
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る
場
合
　
　
三
割

以
上
の
減
免
は
農
地
又
は
宅
地

以
外
の
土
棚
に
対
し
て
も
準
用

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

働
家
屋

　
風
水
害
に
よ
っ
て
、
家
屋
に

　
災
害
を
被
っ
た
場
会
は
、
当

　
該
家
屋
に
対
し
て
課
さ
れ
た

　
固
定
資
産
税
を
、
左
の
割
合

　
に
よ
っ
て
減
免
さ
れ
ま
す
。
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又
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三
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著
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三
三
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当
該
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割
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値
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減
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損
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又
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的
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損
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修
理
又
は
取
替
を
要
す
る
場

　
合
で
当
該
牛
屋
の
再
三
の
二

割
以
上
西
解
禾
満
の
価
櫨
を

　
減
じ
た
と
認
謬
ら
れ
る
と
き
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償
却
資
産
　
　
　
三
割
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貞
永
害
に
よ
っ
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、
災
養
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た
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却
資
産
に
つ
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の
減
免
は
、
前
二
項
の
例
に

　
よ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

五
、
国
罠
健
康
保
険
税

　
村
民
税
の
減
免
に
準
じ
て
、

取
り
扱
う
こ
と
に
な
つ
で
い

　
ま
す
。

六
、
減
免
の
手
続
き

以
上
に
該
当
し
、
又
は
該
当

す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
「
十

　
一
月
十
丑
日
」
ま
で
に
、
減

免
の
申
請
誉
を
村
憂
宛
提
乱

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

村
税
の
滅
免
ぱ
、
そ
の
申
請

書
を
提
禺
す
る
邑
と
に
よ
つ

　
て
の
み
認
め
ら
れ
る
の
で
あ

　
つ
て
、
ど
の
よ
う
に
多
額
の

被
害
を
被
っ
て
い
て
も
、
減

免
の
申
請
書
が
提
出
さ
れ
な

け
れ
菰
、
－
ど
う
に
も
な
ら
な

い
の
で
あ
り
ま
す
か
ち
、
該

当
者
は
、
期
日
ま
で
に
必
ず

申
請
書
を
提
出
さ
れ
る
よ
う

に
、
お
願
い
し
ま
す
。
尚
こ

の
申
請
書
の
様
式
及
び
、
記

載
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
各

区
長
さ
ん
を
通
じ
て
㌔
皆
さ

ん
の
紹
合
え
お
知
ら
せ
し

て
あ
り
ま
す
の
が
、
お
分
り

に
な
ら
な
い
方
は
、
役
場
税

務
課
え
、
お
聞
い
合
せ
軽
き

い
。
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⇔
芽
出
し
播
き
の
安
全
虜
－
　
間
か
く
は
五
寸
位

芽
出
し
種
子
は
乾
燥
や
寒
さ
に
O
苗
、
茎
の
直
搬
出
分
位
で
長

は
強
い
が
過
度
の
水
分
に
は
弱
　
　
さ
七
～
八
寸
の
も
の
が
よ
い

く
ま
た
芽
出
し
乾
燥
種
子
の
安
O
肥
料
、
窒
素
五
貫
、
燐
酸
四

全
な
発
芽
能
力
期
閥
は
癒
氏
一
　
貫
、
加
里
三
貫

O
～
二
〇
度
の
気
温
の
範
囲
で
位
が
必
要
で
半
分
は
元
肥
と
し

十
五
日
位
で
す
。
　
　
　
　
　
て
足
櫨
一
遍
閲
前
に
施
レ
残
り

O
玉
葱
の
定
植
　
，
　
　
　
　
－
を
一
・
月
上
旬
中
旬
二
月
下
旬
の

O
適
期
十
一
月
中
旬
～
下
旬
三
回
に
わ
け
て
追
肥
と
し
て
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
壊
す
。
冬
の
寒
い
申
か
息
少

・
O
遭
地
酸
性
の
な
い
遺
当
に

莚
謬
あ
み
土
地
　
評
・
払
ξ
蓼
こ
と
が
よ
い
な
お

O
植
え
方
畑
地
で
は
三
尺
の
一
冬
乾
無
す
る
と
ト
ウ
立
箪
の
原

　
平
調
に
三
条
の
作
条
で
間
か
．
姻
と
な
う
ま
サ
か
ら
下
肥
を
薄

　
く
は
五
寸
位
、
、
水
田
で
は
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
て
灘
禁
．
わ
ぬ
忙
搬
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と
よ
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の
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村
第
七
回
文
化
祭
を
左
記
に
　
　
午
後
三
時
閉
講

　
　
ハ
よ
り
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
村
㈲
　
表
彰

　
　
艮
各
位
の
御
協
力
を
お
願
い
い
　
一
、
分
館
に
於
け
る
表
彰
は
梱

　
　
た
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
人
表
彰
と
し
本
館
は
団
体
表

　
　
4
、
分
館
文
化
祭
　
　
　
　
彰
と
す
る
。

　
　
．
．
－
内
各
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館
に
於
て
適
当
な
期
㈹
　
備
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竃

　
　
　
．
日
に
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す
る
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O
D
農
林
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冒
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展
幽
晶
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目
数
量

　
　
2
鴇
閏
晶
物
等
に
つ
い
て
は
中
．
甘
藷
（
一
三
）
米
（
本
館
玄

、
．
凹
、
・
，
－
♂
央
公
罠
館
に
準
じ
て
行
う
。
　
　
米
一
升
、
分
館
一
俵
）
，

　
　
．
但
二
、
申
央
公
民
館
文
化
祭
．
　
　
疏
菜

　
　
．
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心
心
．
十
二
月
十
日
、
十
　
　
し
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つ
が
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一
株
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ご
’
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一
旧
、
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二
日
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ん
じ
あ
（
五
本
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．
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．
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．
團
手
芸
品
展
　
　
　
　
　
　
　
雑
　
競

　
　
↑
．
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．
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＋
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簸
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落
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茸
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．
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簡
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し
な
い
、
み

，
ら
か
に
す
る
ζ
と
ゆ

㈲
密
話
に
は
愛
盛
を
記
入
し
、
て

　
お
く
こ
と
℃
，

明
器

　
と
。

，
麦
種
子
の
消
毒
は

　　

@　

@
．
必
ず
行

　
今
年
は
四
回
も
台
風
が
塑
来

し
て
稲
作
は
且
っ
て
見
た
事
も

な
い
秘
の
大
被
害
を
蒙
り
食
糧

励
墾
嫉
傭
静
離
粉

納
蜷
鞍
雛
魏

圏
萎
員
生
慶
梅
毒
長
合
同
金
華

会
を
開
櫨
し
て
変
の
大
増
反
を

強
行
し
て
食
糧
危
機
を
緩
和
す
．

．
お
ζ
と
に
な
り
ま
し
た
⑳
蚤

白
蝦
櫨
蘇
留
駿
一

白
墨
麗
酉
町
毯
拗

り
ま
す
か
ら
三
三
に
ご
れ
を
防

ぐ
た
め
必
ず
種
手
消
毒
吻
実
一
劃

し
て
収
穫
の
確
保
を
計
り
ま
喩
．

う
。
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
－

σ
一
、
ウ
ス
ズ
ル
ソ
消
毒
　
宰

　
　
（
些
〃
ク
ロ
ン
で
も
よ
い
》

高
瀬
塑
蕪
麟
諮

㌧圃

�
�
_
難
衛

　
　
鴎
略
レ
蔦
が
鳶
2
、
趣
．
‘

　
，
P
懸
、
．
’
他
の
創
露
・
う
個
Y

　
　
恥
襯
竃
物
忙
つ
魎
《
．

　
　
　
　
，
、
ば
蔑
郁
憂
脚

遵

い
ま
し
よ
う

　
呈
す
る
ζ
と
。

同
格
を
と
か
す
と
き
熱
湯
を
入

　
れ
逸
り
火
に
あ
て
る
と
効
き

　
め
が
な
く
な
る
又
と
か
し
た

　
液
を
日
光
に
永
く
あ
て
る
こ

　
と
は
よ
く
な
い
。
、
、

、
馨
か
す
桶
は
金
口
製

，
・
（
庸
嗣
ア
矩
鴨
蔓
ニ
ウ
轟
∀
の

．
も
⑳
を
使
わ
な
い
こ
と
。

窪
は
吾
。
億
丞
掌
側
驚
鵠
髪
夢

一．

ﾍ
巖
舞
鶴
薫
蒸
殼

論
難
難
斗
．
対
鰻
賭
鞭
継
欝

鯨
瀞
働
後
は
水
施
せ
ず
そ
の
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
ζ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

．
》
循
く
残
つ
起
麦
種
子
は
よ
・
．
今
年
協
定
籾
摘
寄
合

　
く
水
明
い
す
れ
ば
家
畜
の
飼
　
　
一
蓋
に
つ
き
　
七
〇
円

　
料
窺
し
て
使
っ
て
さ
し
つ
か
上
米
に
対
し
て
も
料
金
を
徴
収

　
え
な
い
。
　
．
　
．
「
　
，
，
，
　
す
る
、
・
　
亀

O
二
、
温
湯
消
毒
、
（
風
呂
湯
浸
ち
が
り
た
晶
種
が
混
じ
ら
な
い

　
法
）
　
　
－
　
　
　
　
臥
　
　
　
よ
う
に
ル
米
灘
機
に
よ
る
平
調

●
O
効
泉
の
あ
る
病
寳
、
　
　
　
を
充
分
し
ま
せ
う
尋

　
ハ
ダ
カ
ク
胴
締
禰
ハ
小
麦
、
　
　
等
級
　
　
籾
粒
歩
合

　
裸
麦
　
．
、
　
　
　
　
’
．
　
一
等
，
　
此
あ
％

、0

ﾁ
嶺
三
三
　
　
　
　
　
　
　
　
二
等
　
　
　
九
〇
％

恥
こ
れ
ば
風
呂
め
残
り
湯
を
捷
　
　
響
童
V
　
　
八
O
％

つ
て
や
毒
で
消
組
す
る
湯
　
　
四
等
　
　
　
六
〇
％

．
の
温
皮
は
小
麦
の
鳩
合
ほ
摂
氏
，
自
製
に
よ
っ
て
前
記
の
よ
う
に

四
六
度
裸
麦
の
場
合
は
摂
氏
四
等
級
に
差
が
出
来
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

四
や
四
璽
反
で
贈
手
を
ザ
ル
か
O
今
年
の
政
府
の
米
騰
買
入
価

袋
に
燗
瓶
　
て
瓜
亀
濁
に
つ
け
一
　
幽
霊
．
　
　
馳

霊
位
ツ
タ
都
あ
”
て
お
き
ま
す
　
　
等
級
　
一
隻
正
二
六
〇
癒
）

・
　
　
　
　
；
・
－
ら
：
　
　
－
　
　
　
　
　
　
儘
鱈
胴
．
　
』
・
・

田．

A
継
継
．
、
鉾
…
燈
、
　
　
　
　
　
　
－
．
・

　
　
塾

－，趨
ｱ

．
鑛
嗣

錫
轟
轟
夢
毒
ナ

　
　
マ
グ
サ
ク
ロ
ホ
病
（
小
麦
》

「
パ
喜
薯
ぬ
琶

　
◎
消
毒
傾
蓋
．
’

　
　
ー
ウ
ス
憾
ル
ン
（
又
は
メ
ル
ク

，
」
難
顎
伽
ゆ

　
惹
の
紮
濾
鳳
乾
い
た
麦
■
子
を
．
．

袋
が
峯
蓋
工
霧

　
望
一
蜷
蘭
浸
し
綬
の
癒
合
ば
一

　
癒
の
理
趣
略
ρ
で
ゆ
り
動
か
し

【鯛

痩
�
�
ﾀ
騒

　
㌧
土
竃
す
沖
．
．
、
牛
‘

雛
欝
製
鋼
．

、
選
雷
鳥

　
　
　
　
　
と
薬
害
を
受
け
る

　
　
　
　
　
る
の
で
温
湯
消
．
毒
，

　
　
　
　
行
ふ
と
き
は
ウ
ス
ブ

　
　
　
　
毒
．
を
先
に
す
る
こ
と

．．

ｫ
る
だ
け
公
昆
　
　
，
㈲
湯
を
よ
薗
か
き
ま
わ
し
温
嵐

ま
と
め
て
搬
入
の
ζ
　
　
を
平
均
に
し
て
種
子
を
つ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
何
残
り
火
を
完
全
に
消
し
て
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
こ
と
。
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
㈲
消
毒
の
す
ん
だ
種
子
は
水
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
切
っ
て
『
か
げ
ぼ
し
』
に
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
こ
と
。

　
　
　
　
景
O
稲
の
収
穫
調
製
に
注
意
し
ま

識
簸
翻
灘
鵬

　
　
　
　
品
　
　
　
　
は
四
回
も
台
風
に
見
舞
わ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
稔
実
が
充
分
で
あ
り
ま
せ
ん
か

　
　
　
　
牛

　
　
　
　
　
　
　
　
ら
調
製
に
注
意
し
て
少
し
で
も

　
　
　
　
　
　
　
　
上
位
特
級
に
合
面
す
る
よ
膨
に

　
　
　
　
　
　
　
　
努
め
ま
せ
ケ
。
　
　
　
　
’

　
　
　
　
　
　
　
　
O
ω
刈
取
り
の
適
期
を
失
し
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
よ
う
に

一
　
　
　
刈
取
り
の
適
期
を
逃
す
と
枯
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
熟
れ
に
な
っ
て
米
質
が
劣
る
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
う
に
な
り
ま
す
か
ら
穂
首
が
枯

　
　
　
　
　
　
　
　
れ
な
い
中
に
刈
り
取
り
架
干
し

　
　
　
　
　
　
　
　
を
励
行
し
て
充
分
乾
翻
し
ま
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
O
吻
粗
澄
し
は
充
分
に
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
籾
の
乾
燥
が
充
分
で
な
い
と
籾

　
　
　
　
　
　
　
　
摺
り
の
と
き
剥
げ
が
旨
く
籾
の

　
　
　
　
　
　
　
　
混
合
が
多
く
な
り
検
査
の
等
級

　
　
　
　
　
　
　
　
も
下
り
ま
す
か
ら
充
分
籾
噛
し
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

　
　
　
　
　
　
　
　
を
し
ま
せ
う
。
，
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
繍
査
か
ち
見
た
籾
の
削
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
等
級
　
　
籾
の
応
否
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
等
．
一
合
に
つ
き
昌
粒
以
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
等
　
　
全
　
・
爵
一
以
内

　
　
　
　
　
　
　
　
・
．
三
等
　
　
全
．
　
6
粒
以
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
等
笠
周
全
　
　
一
轟
皿
以
内

　
　
　
　
　
　
　
　
ど
な
っ
て
い
零
。
；

　
一
等
．
三
、
八
西
八
円

　
（
包
装
費
直
撃
合
円
を
含
む
）

　
二
等
　
三
、
八
〇
三
円

　
　
　
　
（
全
）

　
三
等
　
三
、
七
二
八
円

　
　
　
．
（
全
）
　
’

　
四
等
　
一
二
、
六
五
三
円

　
　
　
　
．
璽
）

　
証
等
　
三
、
．
四
六
八
円
　
　
、

　
　
　
　
（
全
）

精
米
（
夙
入
）

　
一
等
　
四
、
〇
一
四
周

　
二
等
　
三
、
八
九
四
円

籾　
一
等
　
二
、
　
一
八
六
円

　
二
等
　
二
、
，
＝
一
〇
円

編
米
加
算
額
（
一
俵
当
）

玄
米
　
、
四
五
〇
円

　
精
米
　
　
　
四
八
O
円

　
籾
　
　
　
ご
六
四
円

早
期
供
出
奨
励
金
（
一
俵
当
）

第
四
期
十
一
月
三
十
日
迄
一
円

と
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
割
当
は

ま
だ
決
っ
て
い
ま
せ
ん
が
供
出

余
力
の
あ
る
方
は
早
期
供
出
奨

・
励
金
の
あ
る
中
に
供
出
す
る
よ

う
幽
し
て
職
さ
い
。

。
転
転
蝿
囎
の
が
、

も
れ
に
な
っ
て
い
，
£
、
‘
が

な
い
と
も
限
む
ま
せ
ん
。
そ
の

と
き
に
な
っ
て
は
登
録
は
篤
梁

ま
せ
ん
の
で
心
ず
次
の
期
閥
中

に
貴
方
御
自
身
又
は
区
長
き
ん

に
お
願
い
す
る
な
り
し
て
登
録

の
有
無
を
確
め
て
下
さ
い
。
　
・
．

な
お
名
簿
登
録
に
闘
す
る
異
議

申
立
期
間
も
同
期
間
中
で
あ
り

　
、

・
描

東
「
郷
．
書
、
奪
φ
．
光
。

　
今
秋
を
飾
っ
た
東
郷
齋
産
蓼
．

御
紹
介
致
し
ま
す
。

一－

A
東
郷
村
秋
季
仔
牛
品
評
会

　
成
績
　
・
　
　
”

塑
－
期
が
お
く
れ
る
程
収
穫
が

減
っ
て
来
ま
す
か
ら
一
日
号
早

く
掴
種
き
終
％
よ
う
に
努
目
し

　
て
下
さ
い
。
　
．
　
冨

　
　
欄
新
島
鮒
、
’
，
、
．

　
弓
柄
峠
以
西
及
追
々
．
，
十
一

　
月
上
旬
一
甲
旬
　
　
、
　
　
，

醗
蠣
豊
今
月
中
二
露
鰹
軽
羅
七
ケ

ま
せ
う
。
　
　
　
　
全
塗
壁

O
芽
出
し
播
の
仕
方
　
　
　
　
三
、
全
育
成
牛
二
類
、
（
十
七
ケ

風
呂
翌
翌
法
を
行
っ
た
種
子
を
ど
月
来
満
の
牝
牛
）
成
績
・
・

．「

ﾊ
れ
む
し
ろ
」
で
く
る
み
晦
々
　
，
壱
級
　
艇
長
窃
寺
田
紋
太
郎

水
か
「
ぬ
る
ま
湯
」
を
か
け
で
よ
　
、
全
　
　
迫
野
内
吉
田
久
太
郎
．

く
種
子
を
か
き
ま
ぜ
竃
発
茅
を
．
　
全
　
　
羽
　
坂
寺
田
和
衛

　
均
一
に
し
種
籾
が
芽
を
切
つ
髭
　
　
，
全
　
　
坪
谷
高
橋
治
太
郎
，

　
ら
「
ク
ツ
ツ
か
ぬ
」
よ
う
に
『
な
　
全
’
，
追
野
内
鶴
田
正
夫

ま
」
乾
き
に
し
て
ま
き
つ
け
ま
　
　
生
、
　
田
．
野
黒
田
勇

す
。
な
お
こ
の
磨
出
レ
箋
　
　
　
以
上
は
生
無
月
日
填

だ
種
子
を
肇
に
憂
く
ひ
上
げ
て
凶
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
丹
二
十
九
琳
即
著
き
れ
や

禦
』
雪
な
時
斯
に
編
歯
っ

．
け
る
譲
憲
警
　
三
盆
嘉
回
し
竃
レ
た
．
鑑
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
次
ゆ
導
ワ
」

　
「
H
穿
嵐
し
の
達
覆
　
、
“

象
の
部
分
が
円
く
ぶ
く
れ
て
外
　
　
仔
牛
の
部
出
場
六
八
頭
中

部
に
あ
ら
わ
れ
て
に
い
惹
が
根
　
　
弐
等
賞
迫
野
内
山
田
今
朝
吉

が
ま
だ
外
に
出
て
い
な
い
。
い
　
　
全
　
　
仲
↑
深
山
ロ
ミ
ヤ

　
わ
ゆ
る
『
穿
を
切
っ
た
」
程
度
が
　
　
参
等
賞
箔
野
内
黒
木
宝
作

　
一
番
よ
い
。
こ
の
穿
を
切
つ
お
　
　
督
歳
牛
の
部
萬
豊
艶
四
頭
中

墾
反
に
警
τ
ず
る
化
櫨
億
二
二
飢
弐
笹
緊
迫
野
内
，
．
浜
　
畳
信

白
日
で
は
一
・
霊
堂
十
五
塵
位
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
・
糞
垂
桑
須
曇
郎

．
ほ
霧
、
，
書
す
」
二
．
、
．
三
三
難
永
墨
願
書

凸
一
盛
f
－
り
，
ヅ
、
．
　
，
鷲
瓢
寓
話
R
字
　
．
　
＄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
巾

迫
野
内
山
田
今
朝
吉

冠
り
深
山
口
・
ミ
ヤ

．
羽
坂
黒
木
留
吉

迫
野
内
黒
木
宝
作

寺
追
　
黒
木
英
雄

　
全
　
・
亀
山
春
野

　
全
　
．
橋
q
房
吉

　
全
　
　
黒
木
慶
夫

　
全
　
　
黒
木
初
蔵

　
福
瀬
竃
月
弘

．
羽
坂
寺
原
嘉
助

　
寺
迫
黒
木
喜
三
郎

玉
、
県
畜
産
共
進
会
が
十
月
開
・

　
催
さ
れ
東
郷
村
よ
り
東
臼
杵

－
郡
の
代
衷
牛
と
し
て
一
頭
三

国
さ
れ
児
湯
郡
の
代
衰
牛
と

　
し
て
一
頭
が
出
晶
さ
れ
ま
し

’
た
成
績
は
次
の
廼
り
で
す
－

各
郡
市
よ
り
出
場
し
た
墨
守

和
租
五
〇
顛
中

　
参
等
賞
二
席
（
十
七
位
）

　
　
　
戦
野
府
川
口
午
代
松

　
全
・
　
十
三
席
（
二
十
八
位
）

　
　
　
　
寺
迫
墨
小
光
隆

　
各
郡
の
優
良
牛
と
覇
を
争
い

　
壱
等
五
頭
弐
等
国
頭
参
等
拾

　
宏
頭
四
等
弐
拾
頭
入
賞
の
仲

　
に
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
た

　
事
は
東
郷
畜
産
に
大
き
な
誇

　
り
を
感
じ
ま
す
。

ま
す
の
で
間
違
い
の
な
い
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

お
願
い
し
ま
す
。

一
、
縦
鷺
期
間
　
昭
和
二
十
九
　
　
　
－

　
年
十
一
月
五
日
か
ら
十
五
旧
．

　
間
毎
日
午
前
八
時
三
十
分
か

　
午
後
五
時
ま
で

二
縦
覧
場
所
右
期
閥
中

　
　
東
郷
村
選
挙
管
理
委
員
会
．
、
・
　
幌

火
災
の
季
節
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

防
げ
る
災
害
は
防
ぎ
ま
し
よ
う

優
等
賞

　
全

　
全

　
全

　
全

　
全

　
全

　
全

弓
田
賞
，

　
全

　
全

．
多
能
で
散
々
い
た
め
つ
け
ら
れ

今
年
の
越
冬
の
隣
し
さ
を
予
輩

し
て
皆
さ
ん
も
い
ろ
い
ろ
こ
れ

が
対
策
に
苦
慮
ざ
れ
て
い
る
こ

と
、
存
じ
ま
す
が
火
災
に
対
す

る
皆
さ
．
ん
の
関
心
は
い
か
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
な
さ
れ
、
そ
し
て
台
風
で
破

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

唄
ル
舵
嘱
唱
喝
三
脚
噸
一
統

危
険
な
個
所
に
ど
め
よ
う
な
処

ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

置
が
蜘
さ
れ
て
い
る
か
お
聞
き

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
我
国
に

於
け
る
火
災
の
被
智
は
年
々
増

加
の
傾
向
に
あ
り
文
化
国
家
建

設
の
絵
進
を
阻
嘱
す
る
最
大
の

慮
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
県

に
於
て
も
昭
和
二
十
八
年
目
二

六
二
件
の
吹
災
が
発
生
し
て
居

二
戸
貫
万
円
以
上
の
損
害
や
死

亡
農
堰
出
し
た
も
の
が
三
四
件

に
毒
℃
唇
曇
す
。
其
璽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
◆

灘
墾
　

　
　
　
　
　
選
挙
管
理
委
員
強
は
毎
年
九
月

　
　
　
　
十
丑
日
三
山
鍋
矧
そ
の
日
ま
で
　
△
菊
花
か
お
る
十
一
月
は
文
化

　
　
　
　
引
つ
眠
き
三
ケ
月
以
上
当
該
市
　
　
の
月
で
あ
り
、
ま
把
村
祭
り

　
　
　
　
　
町
村
に
住
所
を
有
し
て
い
義
者
．
の
月
で
も
あ
る
。
、

　
　
　
　
　
で
そ
の
年
の
＋
看
二
＋
提
4
．
　
，
－
．
　
サ
マ

　
　
　
　
　
で
鑑
溺
二
｝
同
旨
玉
歴
潅
誘
購

醍

　
↑
　
．

慨
，」

鑛
．
黒
頭
搬
騨
鞍
塾
騰
駄
謙
戦
齢
繋
轟
填
欝
融
－

部
が
県
民
の
不
注
意
の
た
め
招

い
た
火
災
で
あ
り
火
災
予
防
が
，

ま
だ
普
及
徹
底
さ
れ
て
な
い
証
，
｝

佐
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
火
災

に
よ
る
損
害
は
台
風
と
違
っ
て
、
．

我
々
の
心
得
次
第
で
必
ず
防
げ
’
。

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
防
げ
る

災
害
は
先
づ
防
ぎ
然
し
て
後
我
．
　
∵
な

が
村
我
が
県
の
再
建
も
将
又
復
．
　
7
．

輿
も
な
め
立
う
も
の
と
信
じ
ま
「

す
。
今
犀
の
村
の
苦
レ
い
財
政
．

ば
御
承
知
σ
通
り
大
変
窮
届
で

あ
り
ま
す
。
ζ
の
上
に
我
々
の

不
注
意
が
自
分
自
身
を
始
め
多

く
の
人
に
迷
惑
と
損
轡
を
与
え

村
民
の
負
担
が
ζ
れ
以
上
重
な
．

ら
な
い
よ
う
お
互
い
火
災
予
防

に
対
す
る
万
全
の
心
構
え
を
つ

く
り
て
下
さ
い
。

　
　
、
・
東
郷
村
消
防
団
本
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
，
嚢
ζ
§
・

を
欄
塾
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鵬
驚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
る
旦
舞
5
ち
た
て
鉱
．

臓
早
書
豊
■
員
等
の
大
壁
な
濯
“
　
　
　
　
　
　
　
わ
れ
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
怨
需
漿
あ
文
物
を
吸

．
叢
が
動
い
て
行
跡
れ
ま
玄
そ

の
御
準
に
使
用
ず
る
名
簿
は
瑞
　
　
収
し
で
楓
■
の
興
隆
に
資
し

在
尉
製
を
終
っ
て
い
る
昭
和
二
　
　
元
コ
　
　
　
、
．

十
九
年
九
月
十
五
日
醗
在
鋼
の
　
ム
今
わ
れ
等
陰
文
化
日
本
の
確

照
鞭
譲
撫
懸
盤

糞
鍛
さ
れ
て
い
る
管
と
思
っ
て
　
．
福
の
月
に
ム
8
わ
し
い
ζ
之
，

蜘
藁
の
乎
逸
い
で
登
廊
－
博
纏
あ
鴻
黛
炉
触
「
∵
．
－

△
ど
こ
の
村
に
も
里
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

が
訪
つ
れ
北
が
今
俸
墜
短
点

．
訊
藁
縄
禰
で
鰭
轡
の
森
．
．

，
襲
来
る
魏
魏
の
音
も
物

　
寂
し
い
。

ム
鱗
守
譲
侭
わ
れ
等
の
く
乃

　
し
の
よ
り
ど
ζ
ろ
で
あ
叢

た
わ
塗
Φ
心
の
ふ
る
妻
』

　
で
も
あ
る
遭

禽
は
な
く
き
廻
国
は

　
一
家
揃
っ
て
鎮
守
の
森
に
お

　
詣
り
し
て
感
謝
と
帯
鋼
の
ま
、

　
ご
ζ
ろ
を
き
y
げ
起
い
も
の

・
で
あ
る
。

．
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